
＊品川区のホームページでカラー版がご覧いただけます。 

 

 品川区の観光地であり、上皇后陛下のご実家・旧正田邸跡地に開園した区立公園のねむの木の

庭。この地には美智子皇后にちなむバラが植えられています。そのバラの名称は何でしょう。 

 

①プリンセスローズ ②プリンセスミチコ ③クイーンエリザベス 

正解は次号で！ 
                                                   (事務局 記) 

しなＱ 

 品川区では５月から一般の65歳以上の方のワクチン接種が始まりまし

た。接種券が自宅に届くと、電話やインターネットで予約をすることに

なりますが、コールセンターへは電話が殺到してなかなかつながらない

し、WEB予約は自信がないという声を聞くことが多くありました。家族

や知り合いに頼んで予約したという高齢者の声を受け止める一方、一人

暮らしの方で予約するためのアクセスやちょっとした相談をする相手が

身近にいない方もいらっしゃるのではないか、町会でできることをお手

伝いしよう、困っていらしたら声をかけていただこうと、大井鹿島町会

や出石町会では、急遽ポスターを貼り出し、お手伝いの態勢を組みました。 

 大井鹿島町会では６月15日から20日までに数人の方が相談に見え、新規の予約申し込みや予

約変更のお手伝いをすることができました。出石町会でも６月７日から４

名の方のお手伝いをさせていただきました。また、西大井二丁目町会は月

一回の町会内巡回日に予約申し込みの補助を実施しました。 

 コロナワクチン接種というのは通常にはない、でも緊急の問題です。こ

れからも地域の声を聞きながら、町会でできそうなことはやってみようと

考えています。困ったことがありましたら、どうぞお気軽にお近くの町会

役員にお声かけください。 

                              (松岡 記) 

町会で「ワクチン」接種予約のお手伝いを試みました!! 

（大井鹿島町会・出石町会・西大井二丁目町会） 
報告 

 ウェルカムセンター原・交流施設では、７月21日第三水曜日に消防訓練を行

いました。当日は、事務局長を中心に受付スタッフなど12名で、火災受信盤の

取り扱いや緊急時の放送訓練、また、室内消火栓の扱い方や消火器訓練などを

体験しました。毎回体験しても、忘れていることもあり、何回やっても学ぶこ

とが多いものです。終了後は、大地震後の施設点検を大きく７項目に分けての

見廻り確認も参加者全員で実施しました。 

 施設では、年２回の消防訓練を毎年行っていますが、利用者と自身の身を安

全第一に考えた行動を大前提に行い、施設内での火災や、大地

震が発生した時を想定した訓練です。何もないことを願うものですが、いつ・ど

のような災害が起きるかわかりませんので、これからも発災時に１階・２階、ス

ポーツ室、お手洗いなども取り残された人がいないように声を掛け合い、丁寧に

確認し、安心してご利用いただける施設運営を行っていきたいと思います。 

       (ウェルカムセンター原・交流施設事務局次長 倉本のり子 記) 

 
ウェルカムセンター原で、施設の消防点検・訓練を行いました！ 

 大井第三地区防災協議会では、品川区より委託を受け、街頭消火器の外観点検を毎年実施して

います。 

 この点検は、大井第三地区の７町会が各町会内に設置された消火器に不具合がないか、格納箱

の腐食により使用に支障をきたさないかなど、外観点検を行うことで緊急時に消火器が使えない

状況を未然に防ぐと共に、消火器の設置場所を把握しておくために、

大変重要なものです。 

 これは、令和元年５月18日に出石町会で実際にあったことです。

『自宅でオートバイの整備をしていた時、何らかの原因で燃料に引火

してアッという間に、炎と黒煙が家の壁に沿って立ちのぼっていまし

た。この異変に気付いた近所の人が、近くに設置されていた消火器を

取ってきて素早く火を消し止めてくれました。』この時に、初期消火

の大切さもさることながら、身近にある消火器をいつでも使える状態

に準備しておくことの重要性を学ぶことができました。 

  消火器は、普段は目立たない存在ですがいざという時に私たちの命

と財産を護ってくれるんですネ。            

                                               (平野 記) 

街頭消火器の外観点検を実施しました！！！ 

 ６月30日、梅雨空の下で３年生を対象にした自転車安全教室が開かれました。大井警察署か

ら６名の指導員にお越しいただき、信号機や交差点など本物さながらのコースで実践的な指導

が行われました。自転車の安全点検や交通ルールのお話のあと、いよいよ自分の自転車で順番

に走行です。「右左見たかな？」「それじゃ車にひかれちゃうよ！」と声をかけられ、子ども

たちは少し緊張の面持ちで真剣に取り組んでいました。 

 当日は子どもたちが興味をもって取り組めるように、伊藤学園ボランティアの皆さんによっ

て様々な工夫がなされていました。例えば、見通しの悪い道路など７つのチェックポイントが

設けられており、右・左・右後ろを正しく確認すると文字が見える仕掛けなどです。すべての

チェックポイントをクリアして文字をつなげると「アイコンタクト」の単語が！ 

 安全教室終了後、何人かの子どもたちに感想を聞いてみました。 

「最後のぐねぐね道がぶつかりそうで走りにくかった」 

「二段階右折って知っていたよ！お母さんと一緒に出掛け

るときに教えてもらった(優秀!)」 

（文字カードをつなげると何になるかわかった？） 

「えー！よく見てなかった・・・」「分かったよ、アイコ

ンタクト！でもアイコンタクトって何？コンタクトの仲

間？」「目と目で安全を確認することだよ！」 

 今回の学びによって、ぜひ安全に気を付けて自転車を乗

りこなしてもらいたいです。 

                   (小池・西尾 記)  

自転車安全教室 （伊藤学園） 


